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要   旨：    

冠状動脈性心疾患(CHD)は世界的に大きな健康負担を意味する。 

しかし、食事習慣がこの疾患の進行に対して発揮する良く知られた影響にもか

かわらず、二次予防で臨床転帰の発症を予防するための良く確立されて科学的に

正しい食事法はない。 

オリーブ油による冠状動脈食事介入と心臓血管系予防研究(CORDIOPREV 

研究、臨床試験番号NCT00924937)の目的は、開始時に確認されたCHD がある

被験者で 7 年後の心臓血管系事象の複合発症率に影響するﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油が豊

富な地中海食事の能力を低脂肪食事と比較することである。 

この目的で我々は、スペインから 1,002 人の冠状動脈患者を登録した。 

開始時の評価(2009-2012)には、詳細な面接および食事、社会的、および生物学

的な変数を評価するための測定が含まれた。 

開始時の特徴の結果：スペインにおけるCORDIOPREV 研究は、高いBMI 

(37.2％が過体重で 56.3％は肥満)およびLDL コレステロールの中央値が

88.5mg/dL(患者の 70.6％が＜100mg/dL で 20.3％は＜70mg/dL)の集団を示す。 

参加者合計の 9.6％が現在の喫煙者で、64.4％が喫煙経験者であった。 

メタボリックシンドロームがこの集団の 58％に存在した。 

要約すると、CORDIOPREV 研究の論理的根拠、方法、および開始時の特徴を

我々はここで説明し、それはCHD 再発の発症率に対するｴｸｽﾄﾗﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油

が豊富な地中海食事の有効性を長期間の追跡研究で低脂肪食事と比較して最初に

試験する予定である。 
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